
















【方法】2012年1月より Locking Plate を使用し鎖骨遠位端骨折の手術を行い、
術後6か月以上経過観察可能であった32症例のうち、術前 CT にて遠位端骨
片下面が粉砕している17例を対象とした。男性13例、女性4例であり手術時












































































































































































与を振り分けた調節群が100例であった。術後4・7日目の D-D 値、D-D 値な
どによる術後造影 CT 精査率、VTE 発生率を用量調節法の安全性として、
また術直後から術後4日目まで・7日目までの Hb の変化量（ΔHb）、出血性
合併症の出現率を有効性として検討した。





少しうることが示唆された。VTE 発生の評価に D-D 値を用いている点、術
中・術直後に生じる VTE の予防には無効である点などが限界と考えられる。
今後は術中・術直後のリスクの評価も含め、抗凝固薬の必要性や投与量などに
ついて更なる検討を要する。
10月
16日
（金）
一般演題・口演
